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概要及び測定要領 
 

１ 件名 

  光触媒による浮遊物低減効果調査 

 

２ 目的 

  ササミック社製光触媒塗料の浮遊物低減効果を塗布工事前後の測定データを比較することにより調査する。 

 

３ 対象施設 

京都市内 Ｆホテル 従業員用食堂およびその厨房内 

 

４ サンプリング箇所 

№ サンプリング箇所 

1 食堂スペース 奥 右壁面カウンターテーブル 

2 食堂スペース L字角辺りのテーブル 

3 食堂スペース 配膳カウンター 小鉢ショウケース前 

4 厨房 通用口付近の台  

 

５ サンプリング日時 

  施工前：2020年11月04日 14:00 ～ 15:00 

  施工後：2020年12月01日 14:00 ～ 15:00 

 

６ 測定項目及び適応規格 

測定項目 適応規格 

空中浮遊菌測定 
JIS B9918-1:2008（ISO 14698-1:2003） 

空中浮遊真菌測定 

浮遊微粒子数測定 JIS B9920-1:2019 (ISO 14644-1:2015) 

 

７ 測定者 

  山崎 清一 
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空中浮遊微生物測定 
 

１ 目的 

  室内に浮遊している微生物を採取し数量を調査する。 

 

２ 対象範囲 

№ サンプリング箇所 

1 食堂スペース 奥 右壁面カウンターテーブル 

2 食堂スペース L字角辺りのテーブル 

3 食堂スペース 配膳カウンター 小鉢ショウケース前 

4 厨房 通用口付近の台  

 

３ 測定機器 

型   式：エアサンプラーES-100 (シスメックス社)  

吸 引 量：100ℓ／min 

使用培地：一般生菌数用 ＳＣＤ寒天培地（日本ベクトン・ディッキンソン社） 

          真菌用     ＣＰ加サブロー寒天培地（アテクト社） 

 

４ 測定手順 

(1) 予めエアサンプラーの内部をアルコール綿などで清拭する。 

(2) 滅菌された寒天培地をエアサンプラー内に装着する。 

(3) 規定のサンプリング吸引量に設定する。 

(4) 室内では床面より約1ｍの高さで採取を行う。 

(5) 使用した培地は、下記の条件で培養し、培地表面に生育した微生物集落を計数する。 

   培養温度：27.5℃ 

     気相条件：好気的 

     培養時間：5日間（120時間） 

 

５ 測定結果 

 測定結果は、付表「浮遊微生物測定結果」に示しました。  
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付表　浮遊微生物測定結果

測定日時 施工前 ： 2020年11月　4日（水）　14:00～

施工後 ： 2020年12月　1日（火）　14:00～

測定場所 Ｆホテル 様　 従業員食堂

採取装置 エアサンプラー　ES-100　Sysmex社

採取空気量 200リットル

使用培地 SCD寒天培地（一般生菌数用）

CP加サブロー寒天培地（真菌用）

培養条件 27.5℃、120H　　

表１　一般細菌測定結果

採取箇所 № 施工前 施工後

食堂スペース 1 59 35

2 52 28

3 63 12

厨房 4 29 4 減少率

50.8 19.8 61.1%

表２　真菌測定結果

採取箇所 № 施工前 施工後

食堂スペース 1 20 10

2 25 3

3 13 6

厨房 4 4 1 減少率

15.5 5.0 67.7%

平均値

平均値
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・一般細菌培地写真 

 

 

№ 施工前 施工後 

1 

 

2 

  

3 

  

4 
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・真菌培地写真 

 

№ 施工前 施工後 

1 

  

2 

  

3 

  

4 
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浮遊微粒子数測定 
 

１ 目的 

室内空気の微粒子数を測定することにより空気の清浄度を確認する。 

 

２ 測定対象 

№ サンプリング箇所 

1 食堂スペース 奥 右壁面カウンターテーブル 

2 食堂スペース L字角辺りのテーブル 

3 食堂スペース 配膳カウンター 小鉢ショウケース前 

4 厨房 通用口付近の台  

 

３ 使用機器 

測定機器：TSI社 AEROTRAK Handherd Particle Counter 9306-V2 

試料空気吸引量：0.1 cf/min 

 

４ 測定手順 

(1)サンプリングの位置は、当時者により決定する。 

(2)測定対象粒径は0.3、0.5、1、3、5、10μｍの６レンジの粒径の粒子個数を記録する。 

(3)測定点の高さは床上約1ｍ程度とする。 

(4)測定回数は、各測定点につき３回とし、その平均値を求める｡ 

(5)判定対象粒径は、0.5μｍ以上及び5μm以上の２レンジとする。 

(6)測定結果は「浮遊微粒子数測定結果」にて記録する。 

(7)実測したプリントアウトデータは、「浮遊微粒子数測定記録データ」に貼付する。 

 

５ 測定結果 

 微粒子数の平均値(個/cf) 

0.5μｍ以上 5μｍ以上 

施工前 136283.3    211.7 

施工後 24531.6    148.3 

減少率 82.0％ 29.9％ 

 

６ 考察 
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付表　浮遊微粒子数測定結果

測定日時 施工前 ： 2020年11月　4日（水）　14:00～ ※参考データ

施工後 ： 2020年12月　1日（火）　14:00～ 京都府　大気常時監視情報

測定場所 Ｆホテル 様　 従業員食堂 PM2.5 日平均値（京都市役所）

採取装置 TSI社 パーティクルカウンター 9306-V2 11月4日　6.9μg/㎥

採取空気量 0.1立方フィート×3回 12月1日　6.6μg/㎥

単位：浮遊微粒子数／cf

№ 粒径 1回 2回 3回 平均 全平均

施工前 食堂スペース ≧0.5μm 100730 101480 104570 102260.0

≧5.0μm 250 200 240 230.0

≧0.5μm 108950 107170 106440 107520.0

≧5.0μm 170 180 210 186.7

≧0.5μm 100590 115420 134980 116996.7

≧5.0μm 310 330 300 313.3

厨房 ≧0.5μm 258200 203700 193170 218356.7 136283.3

≧5.0μm 150 120 80 116.7 211.7

施工後 食堂スペース ≧0.5μm 24850 24540 25390 24926.7

≧5.0μm 120 210 250 193.3

≧0.5μm 23510 23070 23630 23403.3

≧5.0μm 260 100 100 153.3

≧0.5μm 38910 34890 35420 36406.7

≧5.0μm 190 200 220 203.3

厨房 ≧0.5μm 20960 21280 20780 21006.7 26435.8

≧5.0μm 60 20 50 43.3 148.3

≧0.5μm 80.6%

≧5.0μm 29.9%

2

3

4

採取箇所

減少率

1

2

3

4

1
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作業写真 

 
  

空中浮遊微生物測定（施工前） 浮遊微粒子数測定（施工前） 
 

  

浮遊微粒子数測定（施工前） 空中浮遊微生物測定（施工前） 
  

浮遊微粒子数測定（施工後） 空中浮遊微生物測定（施工後） 

    

空中浮遊微生物測定（施工後） 浮遊微粒子数測定（施工後） 

 


